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Ⅰ 奈良県の調査結果について
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Ⅰ 奈良県の調査結果について

「書くこと」の領域の正答率は全て全国平均を上回っている。
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 「言語活動を通して」指導する

１、２年生のときに受けた授業では、

60 英語を聞いて（１文１文ではなく全体の）概要や要点をとらえ

る活動が行われたと思いますか。

62 原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気持

ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思いますか。

64 自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われていたと思

いますか。

65 聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答し

たり意見を述べ合ったりする活動が行われていたと思いますか。

66 聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書いて

まとめたり自分の考えを書いたりする活動が行われていたと思い

ますか。

生徒質問紙調査結果

奈良県73.5％（全国79.2％）

奈良県51.6％（全国62.9％）

奈良県68.4％（全国77.4％）

奈良県63.8％（全国74.6％）

奈良県69.3％（全国80.1％）
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Ⅰ 奈良県の調査結果について



Ⅰ 奈良県の調査結果について
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４ 英語の授業で、来日予定の留学生
からの音声メッセージを聞くところ
です。メッセージの内容を踏まえ

て、
あなたのアドバイスを英語で簡潔に
書きなさい。
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全国学力・学習状況調査 英語「聞くこと」大問４
「読むこと」大問８

奈良県
4.4％

（全国7.6％）

奈良県
47.9％

（全国42.3％）

「聞くこと」と「書くこと」の

技能統合問題

８ 英語の授業で、次のような資料
が配られました。これを読んで、
文中の問いかけに対するあなたの
考えを簡潔に書きなさい。

「読むこと」と「書くこと」の

技能統合問題

奈良県
10.7％

（全国10.9％）

奈良県
31.2％

（全国27.9％）

「聞いたことについて書く」、「読んだことについて書く」ことの正答率が低く、無解
答率が高い。

Ⅰ 奈良県の調査結果について



聞いたり読んだりした内容について英語で書いてまとめたり自分の考えを書
いたりする言語活動を行っている生徒ほど「英語の勉強が好き」と回答して
いる。

Ⅰ 奈良県の調査結果について

技能を統合した言語活動と「英語の勉強が好き」のクロス集計
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言語活動に関する項目

学校質問紙調査結果

Ⅰ 奈良県の調査結果について
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言語活動に関する項目

学校質問紙調査結果

授業の中で、技能を統
合した言語活動を設定

することが大切

Ⅰ 奈良県の調査結果について

全国
62.4％

全国
63.5％

奈良県
51.9％

奈良県
51.9％
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Ⅱ 指導改善のポイント

【出題の趣旨】聞いて把握した内容について、適切に応じることができるかどうかをみる。

４ 英語の授業で、来日予定の留学生からの音声メッセージを聞くところです。
メッセージの内容を踏まえて、あなたのアドバイスを英語で簡潔に書きなさい。

【スクリプト】英語の授業で，来日予定
の留学生からの音声メッセージを聞くと
ころです。メッセージの内容を踏まえ
て，あなたのアドバイスを英語で簡潔に
書きなさい。解答時間は１分30 秒で

す。それでは始めます。

Hello. I’m Nick. I’m looking
forward to meeting you. I’m
going to stay in your country
for two weeks. I hear that there
are a lot of club activities in
Japanese schools. I want to try
some! Which club activities can
I try? Can you give me some
advice? I’m waiting for your
answer. Thank you.
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全国学力・学習状況調査 英語「聞くこと」

部活動についてのアドバイスがほしいという

話し手の意図が理解できるかが正答の鍵。

（正答例） You can play tennis. 

「全国学力・学習状況調査報告書」より

【採点の視点】

・部活動についてのアドバイスになっている

・理解できる英語で伝えたい内容が書かれている

無解答率
47.9％

（全国42.3％）

正答率
4.4％

（全国7.6％）

「聞くこと」と「書くこと」の

技能統合問題



例）ALTからの動画（音声）メッセージ

Hello! I’m Nick.

Next week, I will have dinner 

after working at your school. I 

want to go to a restaurant near 

your school or ○○ Station.

Which restaurant do you 

recommend?

Please give me some advice.

12

授業の中で
「聞いて把握した内容について、適切に応じる」力をつけるには…

全国学力・学習状況調査 英語「聞くこと」

ALTを活用して同様の活動を設定してみましょう！

Ⅱ 指導改善のポイント

・自分のまち紹介
・to不定詞

などを学習した後の授業で実施
可能。



Ⅱ 指導改善のポイント

授業の中で
「聞いて把握した内容について、適切に応じる」力をつけるには…
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 話し手の最も伝えたいこと（意図）を聞き取る力を身に付けることが大切。

そのために、

①メモを取る。（キーワードを聞き取り、書かせる）

※いきなり聞かすのではなく、聞く目的や場面を確認し、

聞いた後に何をすべきか明確にしてから聞かせる。

※実際の使用場面では１回だけ聞いて理解したり応じたり

することが自然であることに留意。

②大事な情報とは何かを確認する。（ペアやグループを活用することも有効）

 既習事項を駆使して返答（アドバイス）を書くことが大切。

③話し手に対する返答を考える。

④返答を既習事項を使って英語にする。（ペアやグループを活用して互いに修正

させる）

全国学力・学習状況調査 英語「聞くこと」

ALTを活用して同様の活動を設定してみましょう！

ただ聞いて理解す
るだけの活動にし
ないことが大切



「平成31年度全国学力・学習状況調査報
告書」より
 現行の学習指導要領の改訂の基本方針の一つとして、「『聞くこと』
や『読むこと』を通じて得た知識等について、自らの体験や考えなど
と結び付けながら活用し、『話すこと』や 『書くこと』を通じて発
信することが可能となるよう、４技能を総合的に育成する指導を充実
する」ことが挙げられており、（後略）

 「聞くこと」については、「質問や依頼などを聞いて適切に応じるこ
と」が指導事項として示されており、相手の質問や指示、依頼、提案
などを聞いて、単にその意図を理解するだけなく、それに対して適切
に応答することができるようになることが求められている。

 「読むこと」については、「話の内容や書き手の意見などに対して感
想を述べたり賛否やその理由を示したりなどすることができるよう、
書かれた内容や考え方などをとらえること」が指導事項として新たに
加わり、「単に内容を理解するだけでなく、読み手として主体的に考
えたり、判断したりしながら理解していくことが必要となる」とし
て、技能の統合を図ることで思考力や判断力の育成を図る指導の充実
が指摘されている。

Ⅱ 指導改善のポイント

14



「授業アイデア例」の活用

Ⅱ 指導改善のポイント

国立教育政策研究所

ホームページに掲載

15

https://www.nier.go.jp/
jugyourei/h31/index.htm



Ⅱ 指導改善のポイント

即興で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う言語活動を行っている生徒
ほど「英語の勉強が好き」と回答している。

即興的に話す言語活動と「英語の勉強が好き」のクロス集計
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Ⅱ 指導改善のポイント

【出題の趣旨】聞いて把握した内容について、やり取りすることができるかどうかをみる。

２ あなたは，ユイコとアラン先生と話しています。まず，ユイコとアラン先生
が，２人で話している場面から始まります。そのあと，あなたが尋ねられたら，
２人のやり取りの内容を踏まえて，会話が続いていくように英語で応じてくださ
い。解答時間は20秒です。それでは始めます。
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全国学力・学習状況調査 英語「話すこと」

アラン先生の母や兄（弟）についての

質問することが正答の鍵。

（正答例） What is he cooking? 

「全国学力・学習状況調査報告

書」より

【採点の視点】

・やり取りを踏まえた質問をしている

・正しく伝わる英語で話している

無解答率
21.9％

（全国20.7％）

正答率
9.3％

（全国10.5％）

即興でやり取りする



Ⅱ 指導改善のポイント

授業の中で
「聞いて把握した内容について、やり取りする」力をつけるには…
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準備時間を設けず、最初から即興性のあるやり取りや場面を設定する

ことが大切。

①教師と生徒（ALT)のやり取りを通じてモデルを示す

※教師はやり取りを継続・発展させる方法（ストラテジ－）を駆使する。

※必要に応じて、簡単なメモだけを見て話す支援も可能。

②生徒同士でやり取りをさせる

③教師はそのやり取りを注意深く聞き、フィードバックする。

教科書の本文中の会話にどのようなストラテジーが使われているかを

振り返らせたり、気付かせたりすることが大切。

即興でただ会話させるだけでは力はつかない。会話の中でストラテ

ジーや既習事項を使わせる帯活動などの「練習」も継続的に必要。

全国学力・学習状況調査 英語「話すこと」



「授業アイデア例」の活用

Ⅱ 指導改善のポイント
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国立教育政策研究所

ホームページに掲載

https://www.nier.go.jp/
jugyourei/h31/index.htm



英語科担当の先生方へ
今回初めて英語調査が実施されました。「これができていな
い」、「この力がつけられていない」とプレッシャーを感じる
のではなく、「これからこういう力をつけていくことが大切な
のだ」と捉えてください。今回の調査結果を受けて、課題を見
つけることができたら、それに対して、授業を変えていく。

「授業の中でしかできないこと」があります。

目の前の子どもたちに対して、「この子らには無理」と、新
しいことを取り入れること、変えることをためらわないでくだ
さい。変えてみて初めて見えてくることがあります。改善を続
けていくことが大切です。

来年度には小学校学習指導要領が、そして、再来年度には中
学校学習指導要領が全面実施されます。「教科書が変わるだ
け」ではありません。英語科教員として学び続け、授業改善に
つなげてください。
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